
     ＮＯ．１３ （文責 永杉尚久） 

第二回学校運営協議会が 

開かれました。 
１０月末に、「学校評価前期結果」をもとにそれぞ 

れの委員の方々からご意見をいただきました。 

主なものをご紹介します。 

主体的挑戦力（学力向上） 
・自学の指導は一律には難しい。実態に応じて個別 

に指導が必要。 

・「教科が好き」という学習意欲を引き出して欲し 

い。学ぶ目的を理解させることも大切ではないか。 

・タブレットの活用で、主体的な学びを実現するた 

めに一層の研究を進めて欲しい。 

夢実現力（キャリア教育 体つくり） 
・将来の夢を持たせる、進路に希望を持たせるキャ 

リア教育を大切に行って欲しい。 

・自力登校については、粘り強く生徒や保護者に呼 

びかけて欲しい。 

絆構築力（心づくり） 
・コロナ禍の中で学校に来られない生徒がいるので 

はないか。生徒たちへのフォローが必要である。 

その他 
・保護者と保護者 OBが一緒になって、子育てや教育 

について気軽に話せる場があればいいと思う。 

・通学路については、街灯の必要な場所がまだまだ 

あるように感じている。 

 ご提案等は、すぐにできること・時間をかけて取 

り組むこと、学校でできること・保護者や他の機関 

と連携して取り組むことに整理し、教育活動の改善 

に生かしていきたいと考えています。 

 

お 知 ら せ 
①３年 堀さんの意見文が新聞に掲載されました。 

裏面にその記事を載せています。ぜひ、目を通さ 

れてください。 

②１年 中村君の空手での全国大会出場を応援する 

横断幕が正門横に貼られています。学校の前を通 

られるときは、チラッと見ていってください。（く 

れぐれも事故には気をつけられて） 

Ｒ３年度南関中学校学校便り 

 
自主 創造 友愛 

「自分の限界に挑戦！チャレンジ南関中」 
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    今日の論語 

南関中生の輝き 

南関中生の輝き 今
回
も
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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１１月９日 熊日新聞掲載 

 

（堀さんの考える社会のために、私たちは何をなすべきか。みんなで考え話し合っ 

ていきましょう。） 


